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(57)【要約】
【課題】柱状のハニカム構造部を備えたフィルタについ
て、低圧力損失を確保しながら粒子状物質の捕集効率を
改善する新たな手法を提供する。
【解決手段】第一底面から第二底面まで延び、第一底面
が開口して第二底面が目封止された複数の第１セルと、
第一底面から第二底面まで延び、第一底面が目封止され
て第二底面が開口する複数の第２セルと、第１セル及び
第２セルを区画形成する多孔質のコージェライト製隔壁
であって、レーザー顕微鏡で測定される平均孔深さが１
．５μｍ以上３．５μｍ以下であり、水銀ポロシメータ
で測定される気孔率が５０～６０％である隔壁とを有す
る柱状のハニカム構造部を備えたフィルタ。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一底面から第二底面まで延び、第一底面が開口して第二底面が目封止された複数の第
１セルと、
　第一底面から第二底面まで延び、第一底面が目封止されて第二底面が開口する複数の第
２セルと、
　第１セル及び第２セルを区画形成する多孔質のコージェライト製隔壁であって、レーザ
ー顕微鏡で測定される平均孔深さが１．５μｍ以上３．５μｍ以下であり、水銀ポロシメ
ータで測定される気孔率が５０～６０％である隔壁と、
を有する柱状のハニカム構造部を備えたフィルタ。
【請求項２】
　レーザー顕微鏡で測定される前記隔壁の平均孔深さが２．５μｍ以上３．５μｍ以下で
ある請求項１に記載のフィルタ。
【請求項３】
　レーザー顕微鏡で測定される前記隔壁の最大孔深さが４０μｍ以下である請求項１又は
２に記載のフィルタ。
【請求項４】
　レーザー顕微鏡で測定される前記隔壁の最大孔深さが２０μｍ以上２６μｍ以下である
請求項１又は２に記載のフィルタ。
【請求項５】
　レーザー顕微鏡で測定される前記隔壁の平均円相当孔径が１０．５μｍ以下である請求
項１～４の何れか一項に記載のフィルタ。
【請求項６】
　レーザー顕微鏡で測定される前記隔壁の平均円相当孔径が５μｍ以上１０μｍ以下であ
る請求項１～４の何れか一項に記載のフィルタ。
【請求項７】
　水銀ポロシメータで測定される前記隔壁の平均細孔径が５μｍ以上１３μｍ以下である
請求項１～６の何れか一項に記載のフィルタ。
【請求項８】
　前記隔壁の厚みが１５０μｍ以上２６０μｍ以下である請求項１～７の何れか一項に記
載のフィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はフィルタに関する。より詳細には、本発明は燃焼機関又は燃焼装置の排ガスラ
インに設置されて、排気中の粒子状物質（ＰＭ）を除去するために使用される排ガス浄化
用フィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えばガソリンエンジン及びディーゼルエンジンから排出される燃焼排ガスより
炭素を主成分とする粒子状物質を除去するために、第一底面から第二底面まで延び、第一
底面が開口して第二底面が目封止された複数の第１セルと、第一底面から第二底面まで延
び、第一底面が目封止されて第二底面が開口する複数の第２セルと、第１セル及び第２セ
ルを区画形成する多孔質の隔壁とを有する柱状のハニカム構造部を備えたフィルタが知ら
れている。
【０００３】
　この種の排ガス浄化用フィルタにおいては、以下のようなメカニズムにより粒子状物質
が捕集される（図３参照）。柱状のハニカム構造部３００を備えたフィルタの上流側の第
一底面３０１に粒子状物質３０６を含む排ガスが供給されると、排ガスは第１のセル３０
２に導入されて第１のセル３０２内を下流に向かって進む。第１のセル３０２は下流側の
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第二底面３０４が目封止されているため、排ガスは第１のセル３０２と第２のセル３０３
を区画する多孔質の隔壁３０５を透過して第２のセル３０３に流入する。粒子状物質３０
６は隔壁３０５を通過できないため、第１のセル３０２内に捕集される。第２のセル３０
３に流入した清浄な排ガスは第２のセル３０３内を下流に向かって進み、下流側の第二底
面３０４から排出される。
【０００４】
　一般的にフィルタの捕集効率と圧力損失は反比例の関係にある。捕集効率を高くしよう
とすると圧力損失が増大し、一方、圧力損失を低くしようとすると捕集効率が悪化する。
そこで、低圧力損失でありながら高い捕集効率を得るため、従来、フィルタの隔壁構造に
ついて種々の研究開発が行われてきた。
【０００５】
　特許文献１（特開２００３－１０２９号公報）には、セル壁の気孔率を大きくして圧力
損失を低く抑えると共に、排気ガス中の微粒子の捕集効率が高いハニカムフィルタを得る
ことを目的として、セル壁の気孔率が５５～７５％、好ましくは６０～７０％、平均細孔
径が１０～４０μｍ、表面粗さ（最大高さＲｙ）が１０μｍ以上とすることが提案されて
いる。
【０００６】
　特許文献２（特開２００３－２１４１４０号公報）には、圧損が抑制されたディーゼル
排ガスフィルタを提供することを目的として、外周部における隔壁の排ガスの流通抵抗を
、内周部における隔壁の排ガスの流通抵抗よりも小さくしたことを特徴とする発明が記載
されている。そして、特許文献２には、外周部の隔壁の気孔率を６０％から８０％とし、
内周部の隔壁の気孔率を５０％から６０％とすることが望ましく、外周部の隔壁の気孔率
を７０％とし、内周部の隔壁の気孔率を５５％とすることが特に望ましいことが記載され
ている（段落００１８）。また、特許文献２には、外周部の隔壁の平均細孔径を２０μｍ
から４０μｍとし、内周部の隔壁の平均細孔径を１０μｍから３０μｍとすることが望ま
しく、外周部の隔壁の平均細孔径を３０μｍとし、内周部の隔壁の平均細孔径を２０μｍ
とすることが特に望ましいことも記載されている（段落００２０）。
【０００７】
　特許文献３（特開２００４－３００９５１号公報）には、隔壁の浄化ガス流出セル側の
表面に、隔壁を構成する多孔質セラミックよりも平均細孔径の小さい多孔質セラミックか
らなる微細コート層を、少なくとも１層形成すること等により、排ガス中に含まれるパテ
ィキュレートを確実に捕集することができると記載されている。特許文献３には、隔壁の
厚さは、２０～２０００μｍの範囲であることが好ましいこと（段落００４３）、隔壁を
構成する多孔質セラミックの平均細孔径が１５～３００μｍであることが好ましく、２０
～７０μｍであることが更に好ましいこと（段落００５６）、微細コート層を構成する多
孔質セラミックの平均細孔径は５～５０μｍであることが好ましく、１５～４０μｍであ
ることが更に好ましいこと（段落００５６）が記載されている。また、特許文献３には、
隔壁を構成する多孔質セラミックの気孔率が４０～７５％であることが好ましく、６０～
７０％であることが更に好ましいこと（段落００５７）、微細コート層を構成する多孔質
セラミックの気孔率は４５～８０％であることが好ましいこと（段落００５７）も記載さ
れている。
【０００８】
　特許文献４（国際公開第２０１０／１１００１１号）には、隔壁の気孔率が３５％より
低いと隔壁自体のガス透過性が著しく低下すること、及び、気孔率が７５％より高いと材
料強度が低くなり、キャニング時にクラックが発生する可能性があることが記載されてい
る。このため、ハニカム構造の基材が備える隔壁の気孔率は３５～７５％であると記載さ
れている（段落００８０）。また、特許文献４には、平均細孔径が５μｍより小さいと、
ガス透過性が著しく低下しやすくなり、スート堆積のない時の圧損が非常に高くなること
、及び、平均細孔径が４０μｍより大きいとハニカムフィルタにおけるＰＭの捕集効率が
十分とならないことが記載されている。このため、ハニカム構造の基材が備える隔壁の平
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均細孔径は５～４０μｍであり、好ましくは１０～２０μｍであると記載されている（段
落００８７）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００３－１０２９号公報
【特許文献２】特開２００３－２１４１４０号公報
【特許文献３】特開２００４－３００９５１号公報
【特許文献４】国際公開第２０１０／１１００１１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　このように、低圧力損失及び高捕集効率を両立させたフィルタを得るために、気孔率及
び平均細孔径等の各種パラメータの最適化が検討されてきたが、未だに改善の余地は残さ
れている。本発明は、上記事項に鑑みてなされたものであり、柱状のハニカム構造部を備
えたフィルタについて、低圧力損失を確保しながら粒子状物質の捕集効率を改善する新た
な手法を提供することを課題の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　これまで、フィルタ性能の改善を行うために、気孔率及び平均細孔径に着目されること
は多かったが、本発明者は隔壁の孔深さが粒子状物質の捕集効率に有意に影響を与えるこ
とを新たに見出した。そして、隔壁の孔深さを所定の範囲に設定することが低圧力損失を
確保しながら粒子状物質の捕集効率を高めるのに重要なパラメータであることが判明した
。本発明は上記知見に基づき完成した。
【００１２】
　従って、本発明は一側面において、
　第一底面から第二底面まで延び、第一底面が開口して第二底面が目封止された複数の第
１セルと、
　第一底面から第二底面まで延び、第一底面が目封止されて第二底面が開口する複数の第
２セルと、
　第１セル及び第２セルを区画形成する多孔質のコージェライト製隔壁であって、レーザ
ー顕微鏡で測定される平均孔深さが１．５μｍ以上３．５μｍ以下であり、水銀ポロシメ
ータで測定される気孔率が５０～６０％である隔壁と、
を有する柱状のハニカム構造部を備えたフィルタである。
【００１３】
　本発明に係るフィルタの一実施形態においては、レーザー顕微鏡で測定される前記隔壁
の平均孔深さが２．５μｍ以上３．５μｍ以下である。
【００１４】
　本発明に係るフィルタの別の一実施形態においては、レーザー顕微鏡で測定される前記
隔壁の最大孔深さが４０μm以下である。
【００１５】
　本発明に係るフィルタの更に別の一実施形態においては、レーザー顕微鏡で測定される
前記隔壁の最大孔深さが２０μｍ以上２６μｍ以下である。
【００１６】
　本発明に係るフィルタの更に別の一実施形態においては、レーザー顕微鏡で測定される
前記隔壁の平均円相当孔径が１０．５μｍ以下である。
【００１７】
　本発明に係るフィルタの更に別の一実施形態においては、レーザー顕微鏡で測定される
前記隔壁の平均円相当孔径が５μｍ以上１０μｍ以下である。
【００１８】
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　本発明に係るフィルタの更に別の一実施形態においては、水銀ポロシメータで測定され
る前記隔壁の平均細孔径が５μｍ以上１３μｍ以下である。
【００１９】
　本発明に係るフィルタの更に別の一実施形態においては、前記隔壁の厚みが１５０μｍ
以上２６０μｍ以下である。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明に係るフィルタによれば、低圧力損失を確保しながら粒子状物質の捕集効率の改
善を図ることが可能となる。このため、本発明に係るフィルタは燃焼機関又は燃焼装置の
排ガスラインに設置されて、排ガス中の粒子状物質を除去するのに大いに役立つ。近年、
自動車排ガス規制が強化され、排ガス中の粒子状物質の排出量が厳格化される傾向にある
が、本発明に係るフィルタは、このような厳しい排ガス規制を満たすフィルタとして利用
されることが期待される。従って、本発明に係るフィルタは、例えばディーゼル機関から
排出される粒子状物質を捕集するディーゼルパティキュレートフィルタ（ＤＰＦ）として
好適に用いることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の一実施形態に係るフィルタの模式的な斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るフィルタのハニカム構造部を、セルの延びる方向に直
交する方向から観察したときの模式的な断面図である。
【図３】フィルタによる粒子状物質の捕集メカニズムを説明する模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら具体的に説明する。本発明は
以下の実施の形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で、当業者
の通常の知識に基づいて、以下の実施の形態に対し適宜変更、改良等が加えられたものも
本発明の範囲に入ることが理解されるべきである。
【００２３】
　図１には、本発明の一実施形態に係るフィルタの模式的な斜視図が記載されている。図
２には、本発明の一実施形態に係るフィルタのハニカム構造部を、セルの延びる方向に直
交する方向から観察したときの模式的な断面図が記載されている。図示のフィルタ１００
は、外周側壁１０２と、外周側壁１０２の内側に配設され、第一底面１０４から第二底面
１０６まで延び、第一底面１０４が開口して第二底面１０６が目封止された複数の第１セ
ル１０８と、外周側壁１０２の内側に配設され、第一底面１０４から第二底面１０６まで
延び、第一底面１０４が目封止されて第二底面１０６が開口する複数の第２セル１１０と
を備える。また、図示のフィルタ１００は、第１セル１０８及び第２セル１１０を区画形
成する多孔質の隔壁１１２を備えており、第１セル１０８及び第２セル１１０が隔壁１１
２を挟んで交互に隣接配置されている。
【００２４】
＜１．隔壁の材料＞
　隔壁に関する各種パラメータの好適な数値範囲は、材質に応じて変動し得る。従来、材
質が異なるにも拘わらず隔壁に関する各種パラメータを包括的に規定している例が多く、
また、規定されている数値範囲も広いため、特定の材質を用いたときの各種パラメータの
最適化が不十分であった。本発明では研究対象をコージェライト製の隔壁に限定すること
で、これまで検討されていなかった孔深さの重要性に着目するに至り、更には従来用いら
れているパラメータの最適範囲を見直すことができた。これによりフィルタ性能の更なる
向上に繋がる知見を得ることができた。
【００２５】
　隔壁がコージェライト製であるというのは、隔壁を構成する材料１００質量％中のコー
ジェライト（２ＭｇＯ・２Ａｌ2Ｏ3・５ＳｉＯ2）の合計質量割合が５０質量％以上であ
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ることを意味する。隔壁を構成する材料１００質量％中のコージェライトの質量割合は７
０質量％以上であることが好ましく、９０質量％以上であることがより好ましく、９９質
量％以上であることが更により好ましい。不可避的不純物を除き、隔壁を構成する材料の
１００質量％をコージェライトとすることも可能である。
【００２６】
　隔壁を構成するコージェライト以外の材料としては、ムライト、ジルコン、チタン酸ア
ルミニウム、炭化珪素、ジルコニア、スピネル、インディアライト、サフィリン、コラン
ダム、チタニア等のセラミック材料が挙げられる。そして、これらのセラミック材料は、
１種を単独で使用してもよく、又は２種以上を同時に含有するものであってもよい。
【００２７】
　フィルタを構成する隔壁以外の構成部材（例えば、目封止部及び外周壁）の材料につい
ては、特に制限はないが、強度や耐熱性の観点からセラミック材料であることが好ましい
。セラミック材料としては、例えばコージェライト、炭化珪素、窒化珪素、ムライト、ア
ルミナ及びシリカからなる群から選ばれる少なくとも１種を含有するセラミック材料であ
ることが好ましい。これらのセラミック材料を合計で５０質量％以上含む材料であること
が好ましく、８０質量％以上含む材料であることがより好ましい。焼成時の膨張率を同じ
にでき、耐久性の向上につながるため、フィルタを構成する隔壁以外の構成部材について
もコージェライト製であることがより好ましく、隔壁と同じ材料組成とすることが更によ
り好ましい。
【００２８】
＜１．平均孔深さ＞
　隔壁の孔深さはフィルタによる粒子状物質の捕集効率向上にとって重要なパラメータで
ある。隔壁の孔深さを表すパラメータの中でも、特に平均孔深さは捕集効率との関係が深
いため、平均孔深さを適切な範囲に設定することは重要である。具体的には、隔壁の平均
孔深さは、３．５μｍ以下であることが好ましく、３．２μｍ以下であることが更により
好ましく、３．０μｍ以下であることが更により好ましい。隔壁の平均孔深さが上記範囲
であることにより、粒子状物質の捕集効率が有意に向上する。
【００２９】
　また、隔壁の平均孔深さは、１．５μｍ以上であることが好ましく、２．０μｍ以上で
あることがより好ましく、２．５μｍ以上であることが更により好ましい。隔壁の平均孔
深さが上記範囲であることにより、粒子状物質若しくはアッシュ蓄積による圧損上昇を抑
制することができる。
【００３０】
＜２．最大孔深さ＞
　隔壁の最大孔深さも粒子状物質の捕集効率に関係があり、適切な範囲に設定することが
望ましい。具体的には、隔壁の最大孔深さは４０μｍ以下であることが好ましく、３５μ
ｍ以下であることがより好ましく、３０μｍ以下であることが更により好ましく、２６μ
ｍ以下であることが最も好ましい。隔壁の最大孔深さが上記範囲であることにより、粒子
状物質の捕集効率が有意に向上する。
【００３１】
　また、隔壁の最大孔深さは１３μｍ以上であることが好ましく、１５μｍ以上であるこ
とがより好ましく、１７μｍ以上であることが更により好ましく、２０μｍ以上であるこ
とが更により好ましい。隔壁の最大孔深さが上記範囲であることにより、粒子状物質若し
くはアッシュ蓄積による圧損上昇を抑制することができる。
【００３２】
＜３．平均円相当孔径＞
　隔壁の平均円相当孔径も粒子状物質の捕集効率に関係があり、適切な範囲に設定するこ
とが望ましい。具体的には、隔壁の平均円相当孔径は１０．５μｍ以下であることが好ま
しく、１０μｍ以下であることがより好ましく、９μｍ以下であることが更により好まし
く、８μｍ以下であることが最も好ましい。隔壁の平均円相当孔径が上記範囲であること
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により、粒子状物質の捕集効率が有意に向上する。
【００３３】
　また、隔壁の平均円相当孔径は５μｍ以上であることが好ましく、６μｍ以上であるこ
とがより好ましく、７μｍ以上であることが更により好ましい。隔壁の平均円相当孔径が
上記範囲であることにより、粒子状物質若しくはアッシュ蓄積による圧損上昇を抑制する
ことができる。
【００３４】
　本発明において、上述した隔壁の平均孔深さ、最大孔深さ及び平均円相当孔径は、レー
ザー顕微鏡を用いて、隔壁の面に対して垂直な方向から隔壁表面を観察し、以下の条件に
よって求める。形状解析レーザー顕微鏡ＶＫ－Ｘ２６０（ＫＥＹＥＮＣＥ製）を用いて、
解析ソフトとして当該レーザー顕微鏡に付属の“マルチファイル解析アプリケーション　
ＶＫ－Ｈ１ＸＭ”を使用する。また、当該レーザー顕微鏡と同等の性能を有するレーザー
顕微鏡を使用してもよい。また、高さ閾値：－５．０００μｍとし、微小領域（３ピクセ
ル以下）は無視する。一視野当たりの観察面積を約２ｍｍ2として、一視野毎に平均孔深
さ、最大孔深さ及び平均円相当孔径を測定し、３視野以上観察したときの平均値をそれぞ
れ測定値とする。
【００３５】
＜４．気孔率＞
　隔壁の気孔率は特にフィルタの圧力損失に関係があり、適切な範囲に設定することが望
ましい。具体的には、隔壁の気孔率は５０％以上であることが好ましく、５２％以上であ
ることがより好ましく、５４％以上であることが更により好ましい。隔壁の気孔率が上記
範囲であることにより、フィルタの圧力損失の低下を抑制することができる。
【００３６】
　また、隔壁の気孔率は６０％以下であることが好ましく、５８％以下であることがより
好ましく、５６％以下であることが更により好ましい。隔壁の気孔率が上記範囲であるこ
とにより、強度が向上しキャニング時の破損を抑制することができる。
【００３７】
＜５．隔壁の平均細孔径＞
　隔壁の平均細孔径も粒子状物質の捕集効率に関係があり、適切な範囲に設定することが
望ましい。具体的には、隔壁の平均細孔径は１３μｍ以下であることが好ましく、１２μ
ｍ以下であることがより好ましく、１０μｍ以下であることが更により好ましい。隔壁の
平均細孔径が上記範囲であることにより、粒子状物質の捕集効率が有意に向上する。
【００３８】
　また、隔壁の平均細孔径は５μｍ以上であることが好ましく、６μｍ以上であることが
より好ましく、７μｍ以上であることが更により好ましい。隔壁の平均細孔径が上記範囲
であることにより、圧力損失の低下を抑制することができる。
【００３９】
　本発明において、上述した隔壁の気孔率及び平均細孔径は水銀ポロシメータを用いて、
ＪＩＳ　Ｒ１６５５：２００３に準拠して水銀圧入法によって測定される。実施例におい
ては、Ｍｉｃｒｏｍｅｔｒｉｃｓ社製型式Ａｕｔｏｐｏｒｅ９５０５を使用した。水銀圧
入法とは、試料を真空状態で水銀中に浸漬した状態で均等圧を加え、圧力を徐々に上昇さ
せながら水銀を試料中に圧入し、圧力と細孔内に圧入された水銀の容量から細孔径分布を
算出する方法である。圧力を徐々に上昇させると、径の大きい細孔から順に水銀が圧入さ
れ水銀の累積容量が増加し、最終的に全ての細孔が水銀で満たされると、累積容量は衡量
に達する。
【００４０】
　このときの累積容量が全細孔容積（ｃｍ3／ｇ）となり、全細孔容積の５０％の容積の
水銀が圧入された時点の細孔径を平均細孔径とする。また、気孔率は気孔内に入った水銀
の量から算出し、気孔率とする。具体的には、気孔率（％）＝全細孔容積／（全細孔容積
＋１／２．５２）×１００で求める。なお、２．５２ｇ／ｃｍ3はコージェライトの真密
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度である。
【００４１】
＜６．隔壁の厚み＞
　隔壁の厚みはフィルタの強度及び捕集効率を高めるという観点から１５０μｍ以上であ
ることが好ましく、１７０μｍ以上であることがより好ましく、１９０μｍ以上であるこ
とが更により好ましい。また、隔壁の厚みはフィルタの圧力損失を抑制するという観点か
ら２６０μｍ以下であることが好ましく、２４０μｍ以下であることがより好ましく、２
２０μｍ以下であることが更により好ましい。
【００４２】
　隔壁の表面や、その内部にＰＭ燃焼を補助するような触媒を担持することも好ましい。
触媒は、例えば、貴金属（Ｐｔ、Ｐｄ、Ｒｈ等）、アルカリ金属（Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｃｓ
等）、アルカリ土類金属（Ｃａ、Ｂａ、Ｓｒ等）、希土類（Ｃｅ、Ｓｍ、Ｇｄ、Ｎｄ、Ｙ
、Ｚｒ、Ｃａ、Ｌａ、Ｐｒ等）、遷移金属（Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ、Ｎｉ、Ｃｕ、Ｚｎ、Ｓｃ
、Ｔｉ、Ｖ、Ｃｒ等）等を適宜含有することができる。
【００４３】
＜７．セル形状＞
　セルの延びる方向に平行な方向から観察したときのセルの断面形状については特に制限
はなく、例えば三角形、四角形、六角形及び丸形等の形状が挙げられる。セル密度（単位
断面積当たりのセルの数）についても特に制限はなく、例えば６～２０００セル／平方イ
ンチ（０．９～３１１セル／ｃｍ2）、更に好ましくは５０～１０００セル／平方インチ
（７．８～１５５セル／ｃｍ2）、特に好ましくは１００～４００セル／平方インチ（１
５．５～６２．０セル／ｃｍ2）とすることができる。
【００４４】
　フィルタの底面形状も特に制限はなく、例えば円形状、楕円形状、レーストラック形状
、長円形状、三角、略三角、四角及び略四角形状等の多角形状や異形形状とすることがで
きる。図示のフィルタ１００は、底面形状が円形状であり、全体として円柱状である。
【００４５】
＜８．製法＞
　次に、本発明に係るフィルタの製造方法について、例示的に説明する。まず、フィルタ
を成形するための坏土を形成する。坏土用材料としてコージェライト化原料を用意する。
コージェライト化原料は、例えば、焼成後の組成がコージェライトの理論組成（２ＭｇＯ
・２Ａｌ2Ｏ3・５ＳｉＯ2）となるように、アルミナ源、シリカ源、及びマグネシア源を
含む複数の原料粒子を混合して得ることができる。
【００４６】
　アルミナ源としては、酸化アルミニウム（アルミナ）、水酸化アルミニウム、活性化ア
ルミナ、及びベーマイト（Ａｌ2Ｏ3・Ｈ2Ｏ）を挙げることができる。また、カオリン（
Ａｌ2Ｏ3・２ＳｉＯ2・２Ｈ2Ｏ）やムライト（３Ａｌ2Ｏ3・２ＳｉＯ2）等の粒子は、ア
ルミナ源とシリカ源との役割を果たす物質として用いることができる。
【００４７】
　シリカ源としては、シリカ、シリカを含む複合酸化物、又は焼成によりシリカに変換さ
れる物質等の粒子を用いることができる。具体的には、タルク（３ＭｇＯ・４ＳｉＯ2・
Ｈ2Ｏ）がシリカ源となる他、石英をはじめとするシリカ（ＳｉＯ2）、シリカゲル、溶融
シリカ、カオリン（Ａｌ2Ｏ3・２ＳｉＯ2・２Ｈ2Ｏ）、仮焼カオリン、及びムライト（３
Ａｌ2Ｏ3・２ＳｉＯ2）等の粒子を挙げることができる。なお、仮焼カオリンとは、鉱物
として産出されるカオリン（生カオリン）を、所定の温度、例えば、１０００～１１００
℃にて仮焼したものである。これらの中でもシリカゲルは気孔の粗大化を抑制する効果が
あるため使用することが好ましい。
【００４８】
　マグネシア源としては、マグネシア、マグネシアを含む複合酸化物、又は焼成によりマ
グネシアに変換される物質等の粒子を用いることができる。上記したタルク（３ＭｇＯ・
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４ＳｉＯ2・Ｈ2Ｏ）がマグネシア源となる他、例えば、マグネサイト（ＭｇＣＯ3）等の
粒子を挙げることができる。
【００４９】
　コージェライト化原料の粒度は細かい方が隔壁の平均孔深さ、最大孔深さ及び平均細孔
径が小さくなる傾向にある。
【００５０】
　本発明において、粒子のメジアン径は、光散乱法を測定原理とするレーザー回折／散乱
式粒度測定装置により体積基準の累積粒度分布を測定したときの５０％粒子径のことであ
る。なお、粒度測定は、原料を水等の分散媒に完全に分散させた状態で実施するものとす
る。
【００５１】
　次に、上述のようにして得られたコージェライト化原料に、分散媒、有機バインダ、造
孔材、分散剤等を加え、混合・混練することによって坏土を得る。混合・混練は、公知の
混合・混練方法により行えばよい。
【００５２】
　混合は、撹拌羽根を５００ｒｐｍ以上（好ましくは１０００ｒｐｍ以上）の高速で回転
させることが可能な、撹拌力・分散力に優れた混合機を使用し、剪断力を加えながら撹拌
する方法により行うことが好ましい。このような混合方法により、得られるハニカム構造
体の内部欠陥の原因となる、それぞれの原料粒子中に含まれる微粒子の凝集塊を粉砕し消
失させることができる。混合は、従来公知の混合機、例えば、シグマニーダ、リボンミキ
サ等を用いて行うことができる。
【００５３】
　混練は、従来公知の混練機、例えば、シグマニーダ、バンバリーミキサ、スクリュー式
の押出混練機等を用いて行うことができる。特に、真空減圧装置（例えば、真空ポンプ等
）を備えた混練機（いわゆる真空土練機や二軸連続混練押出成形機等）を用いると、欠陥
が少なく、成形性の良好な坏土を得ることができる点において好ましい。
【００５４】
　分散媒としては、水、又は水とアルコール等の有機溶媒との混合溶媒等を挙げることが
できるが、特に水を好適に用いることができる。
【００５５】
　有機バインダとしては、例えば、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、メチルセルロ
ース、ヒドロキシエチルセルロース、カルボキシルメチルセルロース、ポリビニルアルコ
ール等を好適に用いることができる。
【００５６】
　造孔材としては、例えば、グラファイト等のカーボン、小麦粉、澱粉、フェノール樹脂
、ポリメタクリル酸メチル等のアクリル樹脂、ポリエチレン、又はポリエチレンテレフタ
レート等の有機造孔材を挙げることができる。なかでも、アクリル樹脂等のポリマーを特
に好適に用いることができる。造孔材の粒度は細かい方が隔壁の平均孔深さ、最大孔深さ
及び平均細孔径を小さくしながら気孔率の低下を抑制するのに有利である。具体的には、
使用する造孔材のメジアン径を２０μｍ以下とすることが好ましく、１５μｍ以下とする
ことがより好ましい。
【００５７】
　分散剤としては、界面活性効果を有する物質、例えば、エチレングリコール、デキスト
リン、脂肪酸石鹸、ポリアルコール、ラウリン酸カリウム石鹸等を好適に用いることがで
きる。
【００５８】
　得られた坏土を、例えば押出成形法等の成形方法によって成形することにより、隔壁に
よって複数のセルが区画形成された柱状ハニカム成形体を得ることができる。押出成形法
としては、所望のセル形状、隔壁厚さ、セル密度を有する口金を用いる方法が好適である
。
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　次に、得られた柱状ハニカム成形体を乾燥させ、乾燥したハニカム成形体の両底面に目
封止部を形成してハニカム乾燥体を得る。乾燥の方法も特に限定されない。例えば、熱風
乾燥、マイクロ波乾燥、誘電乾燥、減圧乾燥、真空乾燥、凍結乾燥等の従来公知の乾燥法
を用いることができる。なかでも、成形体全体を迅速かつ均一に乾燥することができる点
で、熱風乾燥と、マイクロ波乾燥又は誘電乾燥とを組み合わせた乾燥方法が好ましい。
【００６０】
　目封止部の形成方法について説明する。目封止スラリーを、貯留容器に貯留しておく。
次いで、目封止部を形成すべきセルに対応する箇所に開口部を有するマスクを一方の底面
に貼る。マスクを貼った底面を、貯留容器中に浸漬して、開口部に目封止スラリーを充填
して目封止部を形成する。他方の底面についても同様の方法で目封止部を形成することが
できる。
【００６１】
　次に、目封止後のハニカム乾燥体を焼成すれば、ハニカム構造体を得ることができ、こ
れを排ガス浄化用フィルタとして使用することができる。焼成条件（温度・時間）は、ハ
ニカム成形体を構成するそれぞれの原料粒子の種類により異なるため、これらの種類に応
じて適当に設定すればよい。例えば、１４１０～１４４０℃の温度で、３～１０時間焼成
することが好ましい。焼成条件（温度・時間）が上記範囲未満であると、コージェライト
結晶化が不十分となる傾向にある。一方、上記範囲を超えると、生成したコージェライト
が溶融する傾向にある。
【００６２】
　なお、焼成の前、又は焼成の昇温過程において、ハニカム乾燥体中の有機物（造孔材、
有機バインダ、分散剤等）を燃焼させて除去する操作（仮焼）を行うと、有機物の除去を
より促進させることができるために好ましい。有機バインダの燃焼温度は２００℃程度、
造孔材の燃焼温度は３００～１０００℃程度である。従って、仮焼温度は２００～１００
０℃程度とすればよい。仮焼時間は特に限定されないが、通常は、１０～１００時間程度
である。
【実施例】
【００６３】
　以下、本発明及びその利点をより良く理解するための実施例を例示するが、本発明は実
施例に限定されるものではない。
【００６４】
　表１に記載の各成分材料を準備した。各成分材料のメジアン径は、レーザー回折／散乱
式粒度測定装置（ＨＯＲＩＢＡ製、型式ＬＡ－９５０Ｖ２）により測定した。分散媒とし
ては濃度０．１質量％のヘキサメタリン酸水溶液を使用した。結果を表１に示す。
【００６５】
　表１に記載のタルクＡ、タルクＢ、酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム、カオリン
、溶融シリカ及びシリカゲルを所定の配合割合（質量部）で混合して、比較例及び実施例
に係るコージェライト化原料をそれぞれ調製した。次いで、得られた各コージェライト化
原料に対して、バインダ、造孔材、界面活性剤及び水を表１に記載の配合割合（質量部）
で添加した上で、混合機に投入し、３分間混合することにより湿式混合物を得た。
【００６６】
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【表１】

【００６７】
　得られた湿式混合物をスクリュー式の押出混練機に投入し、混練して円柱状の坏土を作
製した。この坏土を押出成形機に投入して押出成形することにより円柱状のハニカム成形
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体を得た。得られたハニカム成形体を誘電乾燥及び熱風乾燥した後、所定の寸法となるよ
うに両底面を切断してハニカム乾燥体を得た。得られたハニカム乾燥体について、第１セ
ル及び第２セルが交互に隣接配置するように目封止した後に、１４２０～１４４０℃で５
時間焼成し、比較例及び実施例に係るハニカム構造体（直径１１８ｍｍ×高さ１５２ｍｍ
の円柱状）を得た。
【００６８】
　比較例及び実施例に係るハニカム構造体の隔壁特性を表２に示す。平均孔深さ、最大孔
深さ及び平均円相当径は先述した測定方法に従って、レーザー顕微鏡により測定した。ま
た、気孔率及び平均細孔径は先述した測定方法に従って、水銀ポロシメータを用いて測定
した。
【００６９】
【表２】

【００７０】
　上記の製造手順で得られた比較例及び実施例に係るハニカム構造体を、１．４ＬのＥＵ
ＲＯ６規制適合ＧＤＩエンジンを搭載した車両の排気系統に取り付けて、排ガス用フィル
タとして使用した。プレコンディショニング期間として、ＥＵＤＣ（Ｅｘｔｒａ  Ｕｒｂ
ａｎ  Ｄｒｉｖｉｎｇ  Ｃｙｄｅ）の走行モードを３サイクル行った後、ＲＤＥ走行のワ
ーストを模擬した走行モード（ＲＴＳ９５）を実施した。ＲＤＥ走行のワーストを模擬し
た走行モードを実施中、フィルタ前後のＰＮ（Ｐａｒｔｉｃｕｌａｔｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）
量を東京ダイレック製の粒子個数機で測定し、フィルタの捕集効率を計算した。捕集効率
の測定は２回実施し、その平均値を求めた。結果を表３に示す。
【００７１】
　また、上記の製造手順で得られた比較例及び実施例に係るハニカム構造体に、風洞装置
を用いて２５℃、１ａｔｍ、１０Ｎｍ3／ｍｉｎの条件で空気を流したときの第一底面と
第二底面の間の初期圧損を測定した。結果を表３に示す。
【００７２】

【表３】

【００７３】
　表３に記載の結果から、実施例のハニカム構造体は、比較例１のハニカム構造体に比べ
て、圧力損失がほとんど変わらないにも拘わらず捕集効率が顕著に向上していることが理
解できる。比較例２は捕集効率は高いものの、圧力損失が高くなりすぎてしまった。
【符号の説明】
【００７４】
１００　　フィルタ
１０２　　外周側壁
１０４　　第一底面
１０６　　第二底面
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１０８　　第１セル
１１０　　第２セル
１１２　　隔壁
３００　　ハニカム構造部
３０１　　第一底面
３０２　　第１のセル
３０３　　第２のセル
３０４　　第二底面
３０５　　隔壁
３０６　　粒子状物質

【図１】 【図２】
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